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八
月
二
十
九
日
、
胆
振
西
部
六

市
町
村
「
防
犯
・
交
通
安
全
　
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
運
動
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
住
民
と
行
政
が

と
も
に
、
防
犯
運
動
と
交
通
安
全

運
動
を
展
開
し
、
安
全
で
住
み
よ

い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
胆
振
西
部
六
市
町
村
が
、

毎
年
、
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
午
後
二
時
に
、
小

公
園
を
北
海
道
警
察
本
部
の
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
を
先
頭
に
、
同
本
部

の
音
楽
隊
が
軽
快
な
演
奏
を
披
露

し
な
が
ら
来
賓
の
ほ
か
一
般
参
加

者
の
皆
さ
ん
の
総
勢
約
三
百
五
十

名
が
防
犯
と
交
通
安
全
を
訴
え
な

が
ら
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
道

の
り
を
パ
レ
ー
ド
し
、
沿
道
の
村

民
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
き
て
い

ま
し
た
。

総合センター前庭での記念撮影

長寿おめでとうございます
これからもお元気にお過ごしいただきますよう
お祈りいたします

９
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好
天
に
恵
ま
れ
た
八
月
二
十
九

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

長
寿
を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

年
の
対
象
者
は
三
百
六
名
の

七
十
五
歳
以
上
の
方
々
で
、
そ
の

う
ち
百
四
十
五
名
の
皆
さ
ん
が
お

元
気
な
姿
で
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。式

典
で
は
、「
豊
富
な
経
験
と
知

恵
を
お
借
り
し
た
い
。
ま
す
ま
す

長
生
き
さ
れ
る
よ
う
、
お
祈
り
し

ま
す
」
と
の
お
祝
い
や
、「
開
拓
の

歴
史
を
受
け
継
が
れ
た
皆
さ
ん
の

意
思
を
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
し

た
い
」
と
の
挨
拶
を
受
け
、
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
互
い
に
健
康

を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
白
寿
、
米
寿
、
喜
寿
を

迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
や
満
七
十
五

才
以
上
で
在
村
五
十
年
以
上
の
皆

さ
ん
に
感
謝
状
や
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
長
寿
の

皆
さ
ん
を
祝
っ
て
、
洞
爺
小
学
校

や
洞
爺
保
育
所
の
児
童
、
幼
児
に

よ
る
遊
戯
や
成
香
小
学
校
鳥
井
校

長
ら
の
マ
ン
ド
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

演
奏
、
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ー
ン
ズ
の
皆

さ
ん
の
合
唱
な
ど
が
あ
り
、
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
を
喜
ば
せ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
白
寿
、
米
寿
、
喜
寿
の

皆
さ
ん
と
七
十
五
歳
以
上
で
在
村

五
十
年
以
上
の
皆
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
白
寿
】
高
橋
ハ
ナ
、
櫻
井
ト
ヨ

【
米
寿
】
大
西
積
善
、
上
林
ふ
み
、

竹
村
ア
サ
ノ
、
森
川
政
雄
、
安
達

ユ
キ
ノ
、
成
田
政
義
、
白
石
ミ
ヱ

子
、
四
宮
ア
イ
子

【
喜
寿
】
大
西
疏
、
矢
野
春
子
、
以

西
キ
ヌ
ヱ
、
尾
形
勝
子
、
千
葉
ハ

ル
、
傳
と
し
、
菅
原
市
郎
、
佐
長

照
子
、
千
葉
孝
、
大
宮
等
、
木
村

郁
子
、
浅
田
ア
サ
コ
、
土
橋
美
津

子
、
宮
内
シ
ズ
ヱ
、
大
西
令
子
、

越
前
健
、
菖
蒲
川
忠
、
根
本
賢
次

郎
、
小
林
良
子
、
大
廣
達
、
中
川

進
一
、
佐
藤
ケ
ヱ
子
、
西
岡
ミ
ツ

ヱ
、
及
川
ト
ミ
子

【
在
村
五
十
年
】
森
川
政
雄
、
仲
本

フ
サ
ヱ
、
千
葉
孝
、
浅
田
ア
サ
コ
、

宮
内
シ
ズ
ヱ
、
菖
蒲
川
忠
、
根
本

賢
次
郎
、
小
林
良
子
、
大
廣
達
、

中
川
進
一
、
佐
藤
ケ
ヱ
子
、
西
岡

ミ
ツ
ヱ
、
及
川
ト
ミ
子
、
岩
渕
芳

子
、
伊
藤
フ
ジ
、
石
川
達
子
、
毛

利
岩
吉
、
大
西
富
美
子
、
根
本
克

子
、
菊
地
ハ
ツ
エ

豊
か
な
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
て

長
寿
を
祝
う
会

東

【※８月29日（長寿を祝う会）現在の満年齢】

横綱　前後　シヱ (99) 香　川
大関　高橋　ハナ (98) 旭　浦
関脇　鍛治川ミユキ (95) １町内
小結　糸田　菊江 (94) ５町内
前頭　佐藤フサエ (94) １町内
２　松倉トメノ (92) 成　香
３　佐伯　フサ (92) 美沢東
４　佐々木スゞ (92) ５町内
５　安原　ミヱ (91) ６町内
５　奥野　勝郎 (91) ５町内
７　原　　タカ (90) 財　田
８　村上　春惠 (90) 大　原
９　　　　　　 (90) ５町内
１０　安藝　イト (90) 財　田
１１　岩原八重子 (89) 成　香
１２　　　　　　 (89) ６町内
１３　村松　三治 (89) 香　川
１４　菊地　スミ (89) ３町内
１５　上里　義美 (88) 美沢東

西
横綱　小林マツヨ (99) 成　香
大関　櫻井　トヨ (97) 美沢西
関脇　岸本　トメ (95) 香　川
小結　神原　芳雄 (94) ３町内
前頭　藤野　一夫 (93) ５町内
２　富田ハツヱ (92) 成　香
３　宮野ウメノ (92) ４町内
４　　　　　　 (91) 財　田
５　野田キクヱ (91) 旭　浦
６　傳　　茂雄 (91) ６町内
７　大友けさの (90) ６町内
８　中山　英雄 (90) ４町内
９　篠原スヱ子 (90) 美沢東
１０　糸川勇治郎 (89) 財　田
１１　京谷新次郎 (89) ３町内
１２　竹田　吉秋 (89) ３町内
１３　菊地　和一 (89) ３町内
１４　岸本　夢子 (88) 岩　屋
１５　大西　秀雄 (88) 成　香

平
成
十
七
年
度
　

長

寿

番

付
洞
爺
村

祝宴でなごやかに語り合う皆さん
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七夕飾りなど楽しむ
とうや子ども共和国

七夕飾りなど楽しむ
とうや子ども共和国

八
月
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
を
会
場
に
、
第
二
十
一
回
と

う
や
子
ど
も
共
和
国
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
地
域
の
各
団
体
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
夏
休
み
の
一

日
を
大
勢
の
小
中
学
生
や
保
育
所

児
ら
が
集
い
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
青
年
ら
が
集
め
た
柳

の
木
に
、
子
ど
も
会
毎
に
子
ど
も

た
ち
の
願
い
事
を
記
し
た
短
冊
や

色
と
り
ど
り
の
紙
な
ど
で
七
夕
飾

り
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、
共
和

国
の
お
金
の
「
レ
ー
ク
」
を
も
ら

っ
て
流
し
ひ
や
む
ぎ
や
焼
き
そ
ば
、

綿
あ
め
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
好

み
の
食
べ
物
を
買
っ
て
食
べ
、
射

的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
夏

休
み
の
一
日
を
、
友
達
と
と
も
に

有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

八
月
二
〜
三
日
と
、
二
十
一
〜

二
十
二
日
に
か
け
、
総
雨
量
が
百

ミ
リ
を
越
す
大
雨
と
な
り
、
村
内

各
地
で
、
被
害
が
で
ま
し
た
。

両
日
と
も
活
発
化
し
た
前
線
の

影
響
に
よ
り
断
続
的
に
大
雨
が
降

り
、
二
〜
三
日
の
総
雨
量
は
百
十

五
ミ
リ
、
二
十
一
〜
二
十
二
日
に

は
百
八．

五
ミ
リ
（
気
象
情
報
シ

ス
テ
ム
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
調
べ
）
と
、

ほ
ぼ
豪
雨
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
の

雨
量
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
の
少
な
い
本
村
に

と
っ
て
今
回
の
被
害
は
大
き
く
、

崖
く
ず
れ
、
土
砂
流
出
、
路
肩
決

壊
な
ど
の
土
木
被
害
が
九
件
、
農

業
被
害
が
十
七
件
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
台
風
の
季
節
と
な
り
、

雨
、
風
に
よ
る
災
害
の
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
が
、
気
象
情
報
等

に
留
意
さ
れ
、
降
雨
時
に
は
崖
、

河
川
等
に
は
近
づ
か
な
い
な
ど
、

十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
豪
雨
…
一
時
間
ま
た
は
三
時
間

の
少
な
く
と
も
一
方
が
警
報
基
準

を
超
え
、
か
つ
二
十
四
時
間
の
警

報
基
準
を
超
え
る
大
雨
。

八
月
に
二
度
の
大
雨前

線
通
過
の
影
響

崩
落
し
た
崖
、
土
砂
と
木
は
川
と

道
路
を
ふ
さ
い
だ

子ども会ごとに七夕飾りを競う

スーパーボールすくいに集まった子どもたち
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第７回目を迎え、村としては最後の国際彫刻ビエ
ンナーレ。
受賞・特別賞に輝いた５つの作品を紹介します。
今回の審査委員長である笹野尚明氏は受賞作品を
次のように解説されています。

旅人たちは雲に抱かれて空を行くのでしょうか。
はたまた、軟体動物に身をまかせ水中の生命をさ
ぐるのでしょうか。それはスペースシャトルでも
なければ海中探査艇でもない。そこに作者の宇宙
観、自然観が潜んでいるようです。木という素材
を越えて速度感、力動感も表現されています。こ
の形態の構成力が高い評価を得ました。

作家名　キフ・パネッテ（52） ルーマニア
作品名　TRAVELLER WORLD
材　質　木（堅木、オーク）（40×20×19cm）

大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞大　　賞

品のある洒落、親密感のある作品です。ボック
スアートに連なる不思議な雰囲気、手で触れて楽
しみたい衝動にかられます。生活の匂もただよい
ます。色の配列が楽しく静かな空間を想起します。
本の方から語りかけてくるマイナーな書斎、気張
らない作風が評価されました。

作家名　瀧川　比呂史（42） 日本

作品名　Personal Library
材　質　木、皮、紙、カルスピー、布、粘土（18×23×40cm）

準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞準　　大　　賞
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与えられた餌を懸命に３本の脚で守る籠の鳥。
自由の身でありながら取ることも出来ない餌を狙
う鳥。諧謔と皮肉で貫いたイソップ物語の彫刻版

とでも言いたい多弁な作品です。メッセージが具
体的で表現にあいまいさがなかったことが共感を
よびました。

作家名　キティチャロエンウィワット・アリヤ（37） タイ
作品名　“FLYING IN THE BOX”
材　質　ステンレス、樹脂、アクリル、木（20×30×38cm）

優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞優　　秀　　賞

三つの円柱(部品としては五つ)。動く支点はただ
の二つですが動きは複雑に見えます。重い金属柱

が弾みで動くように見えますが、右の台座を含め
てもわずか1.3Ｋｇ、見る人の錯視と錯覚をたくみ
に読んだ「動く彫刻」。新しい空間を獲得する四次

元世界の彫刻を見せてくれます。電気的動力にた
よらない発想が入賞のポイントになりました。

作家名　松本　薫（53） 日本

作品名　Cycle-90°「風の予感」
材　質　ジュラルミン、ベアリング、石（12×22×40cm）

伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞伊達信用金庫賞

村民の投票で決められます。審査員による各賞

決定後の56点の中から選ばれました。静と動が一
つの屋根の下に集っています。踊り、祭り、祈り
が解放的な雰囲気の中に高まっていくようです。
モンスーン型気候帯に住む人々の緩やかなゆるし
の世界を想起しました。

作家名　小野寺　直彦（38） 日本

作品名　次元境界上の祭禮
材　質　銅、真鍮（12×40×24cm）

Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞Ｆ　　氏　　賞
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▽
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
０
５
第
二
次
審
査
結
果

に
つ
い
て

去
る
七
月
二
十
六
日
、
洞
爺
村

国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０

５
の
第
二
次
審
査
が
洞
爺
村
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
大
賞
な

ど
の
受
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
に
関
す
る
村
民
理
解
向
上
の
一

環
と
し
て
、
審
査
員
各
氏
の
協
力

を
得
て
審
査
を
公
開
す
る
と
と
も

に
審
査
委
員
長
で
あ
る
笹
野
氏
か

ら
審
査
の
過
程
を
参
観
者
の
皆
さ

ん
に
随
時
説
明
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

得
票
数
を
そ
の
都
度
、
黒
板
に
書

き
込
み
公
表
す
る
な
ど
、
参
観
者

に
は
受
賞
作
品
が
決
定
す
る
ま
で

の
過
程
を
十
分
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

公
開
し
た
こ
と
を
「
大
変
よ
か

っ
た
。」と
す
る
参
観
者
の
声
が
聞

か
れ
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
関
す
る

村
民
理
解
向
上
に
大
い
に
役
立
っ

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
六
十
作
品
を
対
象
に
し

た
第
二
次
審
査
の
結
果
、
大
賞
ほ

か
各
賞
の
受
賞
作
品
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
四
、
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▽
「
姉
妹
町
村
盟
約
締
結
三
十
周

年
記
念
事
業
」
に
つ
い
て

洞
爺
村
と
財
田
町
の
間
で
計
画

し
て
お
り
ま
し
た
「
姉
妹
町
村
盟

約
締
結
三
十
周
年
記
念
事
業
」
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

財
田
町
で
計
画
さ
れ
た
「
姉
妹

町
村
盟
約
締
結
三
十
周
年
記
念
親

善
交
流
団
」
の
第
一
陣
五
十
名
は
、

安
藤
財
田
町
助
役
を
団
長
と
し
て

六
月
二
十
五
日
来
村
し
、
同
日
夜

の
「
姉
妹
町
村
交
流
会
」
及
び
、

翌
二
十
六
日
の
「
洞
爺
村
産
業
ま

つ
り
」
に
参
加
し
、
村
民
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
近
藤
町
長
を
団
長
と

す
る
第
二
陣
五
十
名
が
七
月
三
十

日
来
村
し
、
同
日
夜
の
「
姉
妹
町

村
交
流
会
」
に
引
き
続
き
「
洞
爺

夏
ま
つ
り
」
の
会
場
で
村
民
と
の

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り
会
場
で
は
、
一
昨
年

財
田
町
か
ら
贈
ら
れ
た
「
太
鼓
台

（
ち
ょ
う
さ
）」
が
参
加
し
た
勇
壮

優
美
な
パ
レ
ー
ド
を
観
賞
し
ま
し

た
が
、
パ
レ
ー
ド
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
「
太
鼓
台
（
ち
ょ
う
さ
）」

の
差
し
上
げ
時
に
は
、
財
田
町
民

一
行
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
姉
妹
町
村
交
流
会
」
の

席
上
、
姉
妹
町
村
盟
約
締
結
三
十

周
年
を
記
念
し
て
、
洞
爺
村
長
と

財
田
町
長
が
互
い
に
記
念
品
贈
呈

の
目
録
を
交
換
し
、
洞
爺
村
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
具
百
セ
ッ
ト
一

式
と
記
念
樹
が
、
財
田
町
か
ら
は

記
念
樹
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し

た
。一

方
、
洞
爺
村
は
「
姉
妹
町
村

三
十
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
、

村
民
ツ
ア
ー
及
び
獅
子
舞
里
帰
り

事
業
な
ど
、
本
年
十
月
〜
十
一
月

に
か
け
て
実
施
す
る
予
定
で
お
り

ま
す
。

▽
道
道
洞
爺
公
園
洞
爺
線
の
崩
落

事
故
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
七
月
二
十
八
日
に

道
道
洞
爺
公
園
洞
爺
線
の
丸
山
付

近
に
お
い
て
発
生
し
ま
し
た
法
面

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
き
付
け
法
面
）

崩
落
事
故
に
つ
き
ま
し
て
、
現
在
、

室
蘭
土
木
現
業
所
に
よ
り
復
旧
工

事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
復
旧
工
事
の
実
施
に
伴

い
、
道
道
洞
爺
公
園
洞
爺
線
は
、

洞
爺
村
字
岩
屋
か
ら
壮
瞥
町
字
仲

洞
爺
ま
で
の
一
・
三
ｋ
ｍ
の
区
間

が
次
の
と
お
り
通
行
止
め
と
な
っ

第
四
回
洞
爺
村
議
会
臨
時
会
が
、
八
月
五
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

会
期
を
一
日
と
決
め
た
後
、
村
長
が
行
政
報
告
を
行
い
、
並
河

萬
里
氏
撮
影
洞
爺
村
写
真
集
印
刷
製
本
費
等
に
よ
る
一
般
会
計
補

正
予
算
の
議
案
一
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

並
河
萬
里
氏
撮
影
の
洞
爺
村
写
真
集
発
行
な
ど
の

補
正
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決

第
四
回
洞
爺
村
議
会
臨
時
会

議
会
の
動
き

村
長
行
政
報
告

行政報告を行う菊地村長
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て
お
り
ま
す
。
当
分
の
間
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
通
行
止
め
区
間
　

道
道
洞
爺
公
園
洞
爺
線

洞
爺
村
字
岩
屋
か
ら
壮
瞥
町
字

仲
洞
爺
ま
で

一
・
三
ｋ
ｍ

○
通
行
止
め
期
間

平
成
十
七
年
七
月
二
十
八
日
午

前
十
一
時
三
十
分
か
ら
平
成
十

七
年
八
月
七
日
（
見
込
み
）
ま

で
▽
平
成
十
七
年
度
洞
爺
村
一
般
会

計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
一
〇，

九
八
三
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二，

五
二
二，

三
〇
九
千
円
と
す
る
。

（
並
河
萬
里
氏
撮
影
の
洞
爺
村

写
真
集
発
行
及
び
役
場
前
庭
野
外

彫
刻
移
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
す
。）

民間交流ツアー（香川県財田町訪問）の参加者を募集します！民間交流ツアー（香川県財田町訪問）の参加者を募集します！

補
　
正
　
予
　
算

こんな事業に

取り組んでいます
村は

姉妹町村盟約締結30周年記念交流事業

今年は、昭和50年４月１日に香川県財田町と姉妹町村の盟約を締結してから30周年となり、
財田町とはこれまでに様々な交流を通じて絆を深めてきたところです。
村ではこの度、姉妹町村盟約30周年を記念し、交流事業として民間交流ツアー（香川県財田

町訪問）を企画いたしましたので、参加者の募集を行います。
ご家族やお友達などお誘い合わせのうえ参加してみませんか。

☆民間交流ツアー日程　　３泊４日（日程表のとおり）
☆募集要領

１　参加資格　　洞爺村に住所を有する個人で20歳以上の方
２　募集定員　　50名

募集定員を超えたときは「くじ」により参加者を決定します。
３　受付期間　　平成17年９月15日（月）午前８時30分から

平成17年10月14日（金）午後5時15分まで
ただし、土曜日、日曜日、祝祭日は受付はいたしません。

４　受付窓口　　洞爺村役場総務課窓口（認印が必要です。）
窓口に備え付けてある申込書に必要事項を記入して提出していただきます。

５　参加費用　　１名　74,670円
※ただし、この他に旅行雑費（記念写真代、みかん狩り料金、車中飲み物
等）として、若干負担していただくことで考えておりますので、ご承知

おきください。
６　村助成金　　参加報償金として、１名あたり30,000円を助成いたします。
７　問合せ先　　洞爺村役場総務課企画係

８　そ の 他　　参加者が決まりましたら、皆さんにお集まりいただき交流ツアー全般に関
する打合せ会議を開催する予定でおります。

総　務　課
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≪民間交流ツアー日程表≫

11/12
(土)

11/13
(日)

11/14
(月)

11/15
(火)

洞爺村＝＝＝千歳空港⇒⇒⇒羽田空港⇒⇒⇒高松空港＝＝＝

バス

四国村見学＝＝＝栗林公園見学＝＝＝宿泊ホテル（琴平町）へ

立ち寄り＝＝＝財田町役場＝＝＝交流会＝＝＝琴平町【泊】

歓　　迎　　　　環の湯　　　

セレモニー　　　川船楼

琴平町＝＝＝財田町内視察・みかん狩り＝＝＝豊浜ちょうさ会館

（ホテル） 交流事業

見学＝＝＝琴弾公園（銭形砂の浜見学）＝＝＝高知【泊】

高知＝＝＝はりまや橋＝＝＝桂浜　坂本龍馬記念館＝＝＝

（ホテル）

日本サンゴセンター＝＝＝佐川＝＝＝四国カルスト＝＝＝

砥部
と べ

焼窯元見学＝＝＝道後温泉【泊】

道後温泉＝＝＝石手寺　子規堂　絣
かすり

会館他＝＝＝松山城＝＝

（ホテル）

松山空港⇒⇒⇒羽田空港⇒⇒⇒千歳空港＝＝＝洞爺村

バス

※添乗員が付きます。
※四国内の移動はバスを予定しています。

朝食：―

昼食：○

夕食：○

※交流会で

夕食とな

ります。

朝食：○

昼食：○

夕食：○

朝食：○

昼食：○

夕食：○

朝食：○

昼食：○

夕食：―
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品目横断的経営安定対策について

新たな食料・農業・農村基本計画において、今後、農業経営に関する国の施策は、認定農

業者と一定の集落営農組織に集中的・重点的に実施されることとなり、本村では、その対策

として広報7月号で認定農業者制度の活用に向けた取り組み、8月号では認定農業者になるた
めの申請手続きについて掲載し、認定農業者育成・確保に取り組んでいるところです。
今月号では、認定農業者がその対象となり、19年産からの導入が予定される品目横断的経
営安定対策についてお知らせいたします。

☆品目横断的経営安定対策とは何か
12月に開催が予定されている香港でのWTO閣僚会議に向け、関税の引き下げや国内補助金

の制限・削減などが議論交渉されるなど、農産物貿易のグローバル化が進む中で、日本農業

の生き残りをかけて農政を転換する必要があります。
このため、19年産から国民が財政的負担を納得できる政策、すなわち我が国農業を支える

担い手を支援するための政策として直接支払制度を導入します。
品目横断的政策は、複数の作物を組み合わせた営農が行われている水田作および畑作につ
いて、品目別ではなく、担い手の経営全体に着目して実施されます。具体的には、「諸外国と
の生産条件格差を補うための支援」として、輸入農産物との生産条件格差により、農産物価

格が農業経営にとって十分なものとなっていない場合に、その格差について経営単位で支払

う仕組みを直接支払いとして導入します。
また、販売収入の変動が経営に及ぼす影響が大きい場合に、「収入・所得の変動を緩和するた
めの支援」として、市場で形成される農産物価格が下落した場合に、経営単位の収入・所得

の変動に応じて支払う仕組みです。双方とも対象となる作物は、麦・大豆・てん菜・でん粉
原料用馬鈴薯になります。

品目横断的経営安定対策は平成19年度から実施される予定となっています。
本村では継続して認定農業者の確保・育成についての取り組みを強化いたしますので、認定

農業者を目指されている農業者の方はお気軽にご相談ください。
（認定農業者制度及び申請方法については広報7・8月号をご参照ください）

産業建設課産業係　֬８２−５１１１

産業建設課

現　　行 

負担を行う国民の理解を得るには対象を担い手（認定農業者・営農集落等）に限定する必要がある 

国際ルールは厳しくなります 

移　行　後 

麦作経営 
安定資金 

販売収入（麦） 

砂糖最低生産者 
価格制度 

過去の作付実績に基づく助成 

生産に影響を与える施策 

国際ルールの削減対象 国際ルールでの削減対象外 

生産に影響を与えない施策 

販売収入（てん菜） 販売収入（麦） 販売収入（てん菜） 

国民が直接負担 

移行 

そのため… 
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八
月
一
日
、
農
業
研
修
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
近
隣
七
市
町
村
か

ら
五
十
五
名
が
参
加
し
、
洞
爺
村
、

と
う
や
湖
ク
リ
ー
ン
農
業
協
議
会
、

Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
の
主
催
で
、
農
業

技
術
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
株
式
会
社
Ａ
Ｍ
Ｌ

農
業
経
営
研
究
所
の
取
締
役
所
長

武
田
　
健
氏
を
招
き
、「
土
づ
く
り

八
月
十
日
、
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
大
原
小
学
校
屋
外
グ
ラ
ン
ド

横
に
あ
る
拓
土
創
始
之
碑
の
前
に

大
原
地
域
住
民
が
集
い
、
洞
爺
村

の
開
拓
の
一
歩
を
印
し
た
大
原
の

地
の
開
拓
を
、
先
人
の
努
力
と
豊

か
な
見
識
を
偲
び
つ
つ
祝
う
第
十

九
回
大
原
開
拓
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
そ
の
後
ホ
ロ
ヌ
ッ

プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
の
児
童
も

含
む
地
域
住
民
総
出
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
や
合
間
を
縫
っ
て
の
ス
イ
カ

割
り
な
ど
を
楽
し
み
、
午
後
七
時

か
ら
は
、
大
原
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

と
施
肥
改
善
に
よ
る
生
産
力
の
強

化
」
を
演
題
に
講
義
が
行
わ
れ
、

土
壌
分
析
値
を
基
本
と
し
た
、
施

肥
改
善
に
よ
る
適
切
な
土
づ
く
り

に
つ
い
て
の
方
法
論
な
ど
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
者
及
び
関
係
機
関
に
お
い

て
も
更
な
る
学
び
の
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
農
業
に
期

待
が
持
た
れ
ま
し
た
。

八
月
十
三
日
、「
洞
爺
・
水
の
駅
」

ふ
れ
あ
い
広
場
を
会
場
に
、
村
商

工
会
が
主
催
、
と
う
や
水
の
駅
企

業
組
合
が
主
管
し
て
、
盆
お
ど
り

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
六
時
三
十
分
よ
り
、
子
ど

も
盆
お
ど
り
が
始
ま
り
、
村
内
外

の
子
ど
も
達
ら
約
１
０
０
人
が
、

や
ぐ
ら
を
中
心
に
踊
り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ン
ダ
や
サ
ル
の
着
ぐ

で
盛
大
に
盆
踊
り
も
行
わ
れ
、
地

域
の
絆
を
一
層
深
め
あ
っ
て
い
ま

し
た
。

る
み
も
登
場
し
、
特
に
小
さ
な
子

ど
も
達
に
は
、
大
人
気
で
し
た
。

盆
お
ど
り
が
終
わ
っ
た
後
は
、

参
加
し
た
子
ど
も
達
に
お
菓
子
と

花
火
が
配
ら
れ
、
み
ん
な
で
花
火

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
四
日
、
財
田
自
然
体

験
ハ
ウ
ス
で
、
苫
小
牧
市
立
東
小

学
校
の
五
年
生
と
引
率
者
の
計
五

七
名
が
参
加
し
、
そ
ば
打
ち
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
体
験
ハ
ウ
ス
の
職
員
と
、

そ
ば
打
ち
同
好
会
の
方
よ
り
、
そ

ば
打
ち
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

小
学
生
た
ち
は
、
十
班
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
み
ん
な
で
体

験
し
、
難
し
い
工
程
は
、
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
ば
打
ち
を

楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
は
、
出
来
あ
が
っ
た
そ
ば

を
茹
で
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
頂

き
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
農
業
の
実
践

農
業
技
術
研
修
会

洞
爺
夏
ま
つ
り

盆
お
ど
り
大
会

小
学
生
、

そ
ば
打
ち
に
挑
戦

財
田
自
然
体
験
ハ
ウ
ス

地
域
総
出
で
祝
う

大
原
開
拓
ま
つ
り

みんなで楽しくおどりました

大原開拓まつりで、あいさつをする矢野自治会長

小
田
桐
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

生
地
を
の
ば
す

講義を真剣に聞く参加者
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八
月
二
十
日
（
土
）
好
天
の
も

と
、
小
学
生
十
名
、
大
人
一
名
、

合
計
十
一
名
が
参
加
し
、
登
別
市

フ
ォ
レ
ス
ト
鉱
山
で
キ
ッ
ズ
ベ
ン

チ
ャ
ー
＆
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

十
時
半
に
フ
ォ
レ
ス
ト
鉱
山
を

出
発
、
そ
れ
か
ら
２
時
間
程
、
川

を
遡
り
ま
し
た
。

途
中
は
泳
い
だ
り
、
箱
め
が
ね

で
魚
を
見
た
り
し
な
が
ら
、
気
合

い
を
入
れ
て
目
的
地
ま
で
行
き
ま

八
月
二
十
五
日
、
洞
爺
中
学
校

体
育
館
で
、
札
幌
を
中
心
に
全
道

で
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
パ

フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
音
楽
鑑
賞

会
が
洞
爺
村
教
育
研
究
会
と
洞
爺

村
教
育
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
鑑
賞
会
に
は
、
村
内
の
す

し
た
。

目
的
地
に
は
十
二
時
半
に
到
着
、

お
い
し
い
お
弁
当
を
食
べ
た
後
、

砂
防
ダ
ム
か
ら
の
飛
び
込
み
に
挑

戦
、
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
さ

か
ら
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
飛
び
込

み
、
恐
怖
と
ス
リ
ル
を
み
ん
な
で

味
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
カ
ジ
カ
釣
り
も
行
い
、

た
く
さ
ん
の
カ
ジ
カ
を
ゲ
ッ
ト
し

ま
し
た
。

最
後
は
ド
ラ
ム
缶
風
呂
に
つ
か

っ
て
気
持
ち
良
く
暖
ま
り
ま
し
た
。

楽
し
い
夏
の
１
日
に
な
り
ま
し

た
。

べ
て
の
小
中
学
生
や
洞
爺
高
校
生
、

村
内
保
育
所
幼
児
に
加
え
、
一
般

の
大
人
も
集
ま
り
、
パ
フ
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
よ
る
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
や

名
曲
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
、
歌
、

ダ
ン
ス
、
お
も
し
ろ
話
芸
、
マ
ジ

ッ
ク
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
多
彩

で
内
容
豊
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
、

盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
ら
は
、
舞
台
か
ら
降

り
て
、
児
童
生
徒
た
ち
と
手
を
つ

な
ぎ
、
一
体
と
な
っ
て
踊
り
歌
う

な
ど
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

児
童
生
徒
た
ち
は
、
夏
休
み
明

八
月
二
十
七
日
、
第
十
六
回
村

民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
財
田
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
を
会
場
に
、
六
チ

ー
ム
三
十
四
名
が
参
加
し
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
三

チ
ー
ム
ず
つ
分
か
れ
予
選
リ
ー
グ

で
競
い
、
空
き
チ
ー
ム
が
相
互
に

審
判
を
勤
め
る
な
ど
な
ご
や
か
に

け
の
楽
し
い
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
体
全
体
で
音
楽
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
が
進
行
し
、
昼
食
後
に
決

勝
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優
勝

成
香
Ｂ
チ
ー
ム

（
佐
々
木
静
雄
、
西
岡
　
義
雄
、

西
岡
テ
ル
子
、
西
岡
　
節
子
、

以
西
キ
ヌ
エ
、
星
　
　
一
枝
）

◇
第
二
位

財
田
・
川
東
・
岩
屋
Ｂ
チ
ー
ム

（
宮
武
　
安
子
、
中
野
　
辰
男
、

田
縁
マ
ス
エ
、
南
　
　
弘
子
、

南
　
　
忠
男
）

◇
第
三
位

こ
れ
で
委
員
会

（
桑
原
　
　
敏
、
鈴
木
　
　
孝
、

高
橋
　
正
之
、
高
橋
　
　
勉
、

大
森
　
康
弘
、
佐
野
　
　
修
）

﹁
川
で
遊
ぼ
う
﹂

キ
ッ
ズ
ベ
ン
チ
ャ
ー
＆

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

成
香
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝

村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

パ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

洞
爺
中
学
校
体
育
館
で
開
催

舞台で音楽に合わせて踊る児童生徒たち

ゲートを通過するよう、しっかりねらってボールを打つ

さあ、勇気を振り絞って
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洞
爺
村
遺
族
会（
鈴
木
孝
会
長
）

で
は
、
戦
後
六
十
年
を
記
念
し
、

記
念
誌
「
礎
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

記
念
誌
は
、
戦
争
体
験
を
風
化

さ
せ
ず
、
再
び
過
去
の
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
、
戦
争
の
体

験
、
事
実
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
遺

族
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
の
思
い

か
ら
、
多
く
の
会
員
の
協
力
を
得

て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

戦
中
、
戦
後
の
会
員
の
思
い
が

綴
ら
れ
て
い
る
ほ
か
戦
没
者
名
簿

な
ど
の
資
料
編
を
含
む
三
十
六
ペ

ー
ジ
程
の
記
念
誌
と
な
っ
て
お
り
、

遺
族
会
会
員
、
関
係
機
関
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
三
十
冊
ほ
ど
の
在

庫
が
あ
り
、
一
冊
五
百
円
で
配
布

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

戦
争
体
験
者
や
興
味
の
あ
る
購
入

希
望
の
方
は
洞
爺
村
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局（
８
２
・
５
１
８
５
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

世
界
的
に
著
名
な
写
真
家
並
河

氏
に
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、
平
成
八

年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
洞
爺
村

を
撮
影
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
は
、

こ
れ
ま
で
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
業
の

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
活
用
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
来
年
三
月

に
虻
田
町
と
の
合
併
を
控
え
、
古

里
洞
爺
村
の
記
憶
を
永
く
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
並
河
氏
撮
影
の
洞

爺
村
写
真
集
を
発
刊
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

写
真
集
は
全
体
で
百
二
十
ペ
ー

ジ
程
度
と
し
て
、
風
景
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
文
化
財
や
歴
史
的
建
造

物
な
ど
厳
選
し
た
作
品
百
十
点
程

度
を
収
め
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に

洞
爺
村
資
料
編
と
し
て
十
ペ
ー
ジ

程
度
設
け
、
開
拓
時
代
か
ら
の
現

在
ま
で
の
沿
革
等
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。
発
刊
は
今
月
二
十
三
日

か
ら
始
ま
る
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
覧

会
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
現
在
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
発
行
部
数
は

三
千
部
、
一
冊
二
千
八
百
円
（
税

込
み
）
と
し
て
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展

覧
会
場
受
付
及
び
役
場
（
総
務
課

企
画
係
）
で
販
売
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）

に
よ
る
健
康
被
害
が
全
国
で
発
生

し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
も
既
に
ご

承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

村
に
お
き
ま
し
て
は
、
去
る
八

月
の
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
の
有

無
に
関
す
る
村
内
公
共
施
設
の
一

斉
確
認
調
査
を
行
い
、
次
の
施
設

で
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用

を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
確
認
さ
れ
た
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
除
去
及
び
封
じ
込
め
な
ど

所
要
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

三
浦
　
夏
維
か

い

く
ん

父
　
隆
文
さ
ん

母
　
奈
緒
美
さ
ん

７
月
23
日
生
ま
れ

次
男

４
町
内

井
谷
　
美
紀

み

き

ち
ゃ
ん

父
　
孝
一
さ
ん

母
　
紀
恵
さ
ん

８
月
１
日
生
ま
れ

長
女

緑
沢

誕
　
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

記
念
誌﹁
礎
﹂
を
発
行戦中、戦後の体験が綴られた

記念誌

洞
爺
村
遺
族
会

古
里
の
記
憶
後
世
に
伝
え
る

「
洞
爺
村
写
真
集
を
発
刊
」

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関

す
る
村
内
公
共
施
設
の
確
認

調
査
を
行
い
ま
し
た
！

吹き付けアスベ
ストが確認され
た施設

洞爺小学校校舎

役場重機車庫

洞爺村
総合センター

・消音室の壁及び天上

・事務所入り口上部Ｈ鋼

・事務所天上裏Ｈ鋼

・地下機械室の天上

・集合煙突

吹き付けアスベストが
施行されている箇所

﹁
洞
爺
湖
町
﹂
の
設
置
が
告
示

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日
、
洞

爺
村
と
虻
田
町
が
北
海
道
知
事
へ

合
併
を
申
請
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
八
月
十
九
日
付
け
、
官
報
に

虻
田
町
と
の
廃
置
分
合
の
告
示
が

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
告
示
に
よ
り
、
法
律
に
基

づ
く
合
併
手
続
き
は
完
了
し
、
平

成
十
八
年
三
月
二
十
七
日（
月
）に

新
町
「
洞
爺
湖
町
」
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
総
務
省
告
示
第
九
五
八
号
】

町
村
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
虻
田
郡
虻
田
町
及

び
同
郡
洞
爺
村
を
廃
し
、
そ
の
区

域
を
も
っ
て
同
郡
洞
爺
湖
町
を
設

置
す
る
旨
、
北
海
道
知
事
か
ら
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
八
年
三

月
二
十
七
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生

ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
七
年
八
月
十
九
日

総
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎


